




















2008 年には、日本国内で暮らすブラジル人は 31 万人を突破し、ペルー人は 6 万人近
くに達した。2 その多くは製造業が盛んな東海地方（愛知、岐阜、三重、静岡）や、
神奈川、群馬に集住する傾向にあった。現在でも、静岡を含む東海 4 県には約 12 万人
の中南米出身者が居住しており、愛知県内だけでも、約 5 万人のブラジル人と約 7,500









（平成 19 年度）、以降 3 年間は同省の委託事業として、平成 22 年度からは大学独自事
業として継続され、現在に至っている。 






































































































































講座用テキスト『ことばでつなぐ こころで通わす －医療現場のポルトガル スペ




















































































































































































































































































































































平成 年度末の時点で、 に参加登録している愛知県内の医療機関は である。



















遣件数は、 の協定医療機関に対し 件となっている。内訳は、中国語 件、
スペイン語 件、ポルトガル語 件、朝鮮語 件、タガログ語 件、英語
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5 http://www.tabunkakyoto.org/ 
6 http://www.mief.or.jp/index.html 



































































































                                                  
15 本講座実行委員会には、立ち上げの段階から看護学部の代表者も加わり、テキスト校閲や講
師などの面で協力を得た。その他、日本文化、教育福祉、情報科学の各学部の教員も、様々な形
で協力していることを指摘しておきたい。 
